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経営者への活きた言葉 

従業員１人ひとりの人格の集まりが企業の品格を作り上げる 

越智 直正（タビオ会長。2000 年大証 2部に上場）  

１．わがタビオは、世界一の靴下総合企業を目指しています。売り上げ基準ではありません。一流の商品で

一番になるための創意工夫を重ねての世界一を目指しているのです。日本の靴下は繊細優美ではきやす

く、丈夫で、長く世界の最高峰と評価されてきました。そこに安いだけの靴下が海外からどんどん入り、

先人たちが築いてきたモノづくりの常識が覆されてしまいました。 

２．業者が意欲を喪失している中、タビオは日本の靴下が持つ本来の価値を引き継ぎ、どうお客様にお届け

するか。知識集約型産業としての靴下産業はどうあるべきか。その解を求めて、試行錯誤を続けてきま

した。 

３．本当の一番になるには、企業の経営者や従業員一人ひとりの人格に行き着くと思います。そして、その

人格の集まりが、企業の品格を作り上げていきます。儲けだけを追求した二流、三流の商品で一番にな

っても意味がない。お客様が本当にはきよい靴下を届けるために誠意を尽くし、自分が恥ずかしくない

靴下で世界一になることこそ、タビオの目指すところです。    （参考：「週刊東洋経済」2012 年 9月 8日号） 

ワンポイント経営アドバイス 
空洞化のウソ（その 2） 

  松島 大輔（タイ王国政策顧問） 

１．私は 2011 年度に日本全国をまわって各地域の中

小企業の現状をお聞きする機会を得ました。そ

の際、関西地方の企業複数社から聞いた発言は

衝撃でした。もはや海外現地子会社からの送金

なくしては日本での操業も立ち行かない、とい

うのです。つまり、子（海外子会社）から仕送

り（配当）なくしては、親（日本本社）は事業

継続ができないという状態に立ち至っていると

いうことです。 

２．「空洞化」、国内に残るか否かというところの話で

は、もはやない。「海外なくして国内なし」とい

う状態にあるのです。昔は日本の親会社が、海

外の子会社を資金的にサポートするという話を

よく耳にしましたので隔世の感じがあります。

（参考：松島大輔著「空洞化のウソ」講談社現代新書） 

経営者のための経済学 
依然として深刻な貿易収支の実態 

野口悠紀雄 

（早稲田大学ファイナンス総合研究所顧問） 

１．今年 6月の貿易収支は 617 億円と、わずかながら

黒字となった。しかし、これをもって日本の貿易

収支が恒常的に黒字化すると考えることはでき

ない。昨年 6月も、貿易収支は 645 億円の黒字に

なった。それに比べると、わずかとはいえ、今年

の黒字は減少している。 

２．貿易収支が楽観できる状態にないことは、2012

年上半期の貿易収支が約 2.9 兆円の赤字になっ

たのを見れば明らかだ。これは、昨年同期に比べ

て約 202.7％もの増加だ。上半期だけで、すでに

昨年 1年間の赤字額約 2.6 兆円を上回っている。

このペースが続くと、2012 年の貿易収支赤字は

かなり大きくなる可能性がある。 

（参考：「週刊ダイヤモンド」2012 年 8月 11 日・18日号）   

古典に学ぶ 
報酬のためだけに商売をしてはならない 

「単に自己の利益のみを主とし、利益を得んがために、商売をなすというならば、すなわち報酬を得たいた

めに、職務を執るというに同じく、つまり報酬さえ得れば、職務はどうでもよいことになる」 

（解説）ただ自分の利益だけを中心に考え、これを得るためにビジネスを起こすのは、給料がほしいから働

く、という人と同じである。こういう人は、給料さえもらえれば、自分の仕事の内容などどうでも

いいと考えている。            （参考：渋澤健「渋沢栄一 100 の訓言」）：日経ビジネス人文庫 

 


